
の
地
域
資
源
を
観
光
Ｐ
Ｒ
や
文
化
振

興
の
取
り
組
み
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
講
演
会
で
行
っ
た
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
菊
池
一
族
の
歴

史
が
県
外
で
も
大
切
に
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
感
激
し
た
」「
ぜ
ひ
ほ
か

の
地
域
に
も
行
っ
て
み
た
い
」「
も
っ

と
連
携
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待
す
る

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
歴

史
街
道
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
ほ

か
、
観
光
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
物
産

展
で
の
交
流
な
ど
も
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　
「
バ
ラ
バ
ラ
に
眠
っ
て
い
る
歴
史

が
つ
な
が
る
こ
と
で
物
語
が
生
ま
れ
、

宝
物
に
な
る
。
手
を
取
り
合
っ
て
宝

物
を
磨
き
、
世
界
に
発
信
し
て
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　
令
和
元
年
10
月
14
日
、
菊
池
市
文

化
会
館
で
「
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴

史
街
道
推
進
連
絡
協
議
会
発
足
式
」

を
開
催
。
福
岡
県
久
留
米
市
、
八
女

市
、
小
郡
市
、
う
き
は
市
、
大
刀
洗

町
の
４
市
１
町
の
代
表
者
が
一
堂
に

会
し
、
江え

頭が
し
ら

市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

全
員
で
今
後
の
連
携
を
誓
い
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
南
北
朝
と

菊
池
一
族
の
歴
史
文
化
資
源
を
持
つ

自
治
体
が
広
域
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

1_協議会に加盟した自治体の代表の皆さん 2・3・4・5_連携自治体の住民
の皆さんを対象に実施した日帰りバスツアーには約80人が参加。講演会
の後、観光ガイドの案内を受けて菊池神社や菊池渓谷の散策を楽しんだ

南
北
朝
時
代
に
九
州
を
平
定
し
た
菊
池
15
代
当
主
・
武た
け

光み
つ

公
の

生
誕
７
０
０
周
年
を
迎
え
た
令
和
元
年
。

歴
史
的
に
縁
の
深
い
福
岡
県
内
の
５
自
治
体
と
手
を
と
り
、広
域

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

1

23

45

菊
池
武
光
公
生
誕
７
０
０
周
年
記
念

菊池武光公生誕700周年記念講演会のステージで連携自治体
代表者の皆さんと手を取り合う菊池武光公生誕７００周年プロジェ
クトの田

た

中
なか

忠
ただ

彦
ひこ

実行委員長（左から２番目）と江
え

頭
がしら

実
みのる

市長（中央）
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　小郡市には武光が九州制覇に王手をかけた「筑後
川の戦い」（大

おお

原
はら

合
かっ

戦
せん

）にまつわる史跡が残されてい
ます。「大原古戦場碑」をはじめ、懐

かね

良
なが

親
しん

王
のう

が戦傷の
回復祈願の御礼に大

おお

中
なか

臣
とみ

神社に植えたとされる「将
軍藤 」や、戦没
者を弔うために
作られた「善

ぜん

風
ぷう

塚
づか

跡
あと

」など、今
でも地元の方々
の手で大切に守
られています。 

　うきは市は古来交通の要衝として地の利を巡って
争いが絶えず、戦いに備えて山城が多く築かれました。

「筑後川の戦い」では、亡くなった両軍の兵士を弔
うために正

しょう

平
へい

塔
とう

が建立されています。南朝方の武将
として戦った豪族
星野氏は、妙

みょう

見
けん

城
じょう

を中心に城を構え、
征西府の雄として
菊池一族とともに
最後まで忠義を尽
くして戦いました。

　久留米市には「筑後川の戦い」で懐良親王が陣を
張ったことが由来の宮の陣という地名が残っており、
親王を祀る宮の陣神社にはお手植えの梅の木の子
孫木と伝わる将軍梅があります。また、高

こう

良
ら

山
さん

は筑
後攻略の際や大宰
府を追われて撤退
する際に拠り所と
なった重要な山で、
武光と16代武

たけ

政
まさ

の
最期の地ともいわ
れています。

　大刀洗町は筑後川の戦いの後、山
やま

隈
ぐま

原
ばる

に兵をまと
めた武光が流れる小川を渡り、太刀を洗ったとされ
る故事から名付けられ
た町です。武光への関
心は高く、昭和12年に
は大刀洗川そばの公園
に銅像が建てられまし
た。現在では公園も拡
張整備され、家族連れ
など多くの人が訪れる
スポットとなっています。

今回連携した福岡県の４市１町では、南北朝時代に活躍した菊池
一族の歴史や物語が地域で大切に守られています。その一部をご
紹介します。

菊池一族ホームページ　　　　　▶▶▶
https://www.city.kikuchi.lg.jp/ichizoku/

【問い合わせ先】
菊池一族プロモーション室  ☎0968（25）7267

菊池市

うきは市
小郡市

久留米市
八女市

大刀洗町

大原合戦図屏風 耳納連山と筑後川の雄大な自然

大刀洗公園の武光公騎馬像 高良大社

　八女市には、武光や17代武
たけ

朝
とも

と共に戦った懐良・
良
りょう

成
せい

両親王の墓が残されており、親王たちを最も間
近で支えた五

ご

條
じょう

氏の末裔と地元の人々が、現在も守
り続けています。五條家には後醍醐天皇が懐良親王
に与えたとされる

「金
きん

烏
う

の御
み

旗
はた

」の
ほか、南北朝時代
当時の文書であ
る五

ご

条
じょう

家
け

文
もん

書
じょ

や
鎧 などが 数多く
現存しています。 五條家御旗祭
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